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新庁舎建設に関する特別委員会会議録 

 

平成２８年６月１３日 月曜日 

  午後１時００分開議 

  午後２時３３分閉議（実時間８１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．請願第２号・障がい者に対する就労・雇用

機会の確保について（第２項） 

１．陳情第４号・新庁舎建設について 

１．陳情第５号・新庁舎建設における千丁支所

等の利活用について 

１．陳情第６号・中心市街地活性化に関する陳

情について（第１項・第２項） 

１．陳情第９号・鏡支所等の存続と活性化につ

いて 

１．陳情第１０号・新庁舎建設における鏡支所

等の活性化について 

１．陳情第１１号・鏡支所の活性化について 

１．陳情第１２号・鏡支所の活性化について 

１．陳情第１３号・鏡支所の活性化について 

１．陳情第１４号・鏡支所の活性化について 

１．新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設

に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 垣 信 三 君 

副委員長  幸 村 香代子 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長      岩 本 博 文 君 

  財政課長     尾 﨑 行 雄 君 

 部局外 
 
  議会事務局副主幹兼 
            増 田 智 郁 君 
  議事調査係長 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

            松 本 和 美 君 

 

（午後１時００分 開会） 

○委員長（前垣信三君） 定足数に達しました

ので、ただいまから新庁舎建設に関する特別委

員会を開会いたします。 

 審査に先立ちまして、５月２４日開催の本委

員会で資料請求がありました、平成２８年熊本

地震に係る市民からの意見等に関する資料をお

手元に配付をいたしておりますので、後ほど御

一読ください。 

 それでは、本日の委員会に付します案件は、

さきに配付してあります付託表のとおりであり

ます。 

                              

◎請願第２号・障がい者に対する就労・雇用機

会の確保について（第２項） 

○委員長（前垣信三君） それでは、請願・陳

情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に新たに付託となりましたの

は、請願１件と陳情９件です。 

 まず、請願第２号・障がい者に対する就労・

雇用機会の確保について（第２項）を議題とい
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たします。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

めに書記に朗読いたさせます。（｢委員長、一

字、ここ、何か文言の足らぬごたです。２番の

市役所新庁舎建までになっとる。設がなかご

た」と呼ぶ者あり） 

 どうぞ。 

（書記朗読） 

○委員長（前垣信三君） 本件について御意見

等はありませんか。 

 橋本隆一委員。 

○委員（橋本隆一君） 私は紹介議員として名

前を連ねさせていただいておりますので、私の

ほうからもひとつお願いということで。 

 今回の障がい者福祉事業所協議会というとこ

ろは、１つの事業所ではなくて、複数の就労継

続支援Ａ型事業所並びにＢ型事業所さんたちが

八代市の利用者の方たちの就労の販路、また、

賃金の拡充を図るために設置された事業所の団

体であります。それで、１つの事業所という考

え方ではなくて、多くの方がこういうことを望

んでおられるということで御理解をしていただ

いて、御賛同いただければと思いますので、よ

ろしく御審議お願いしたいと思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） それでは、採決をい

たしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 請願第２号・障がい

者に対する就労・雇用機会の確保についての第

２項目め、市役所新庁舎建設の際、障害者福祉

事業所が活用できる常設スペース（喫茶店、販

売店等）を設置することについて採択を諮りた

いと思います。賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手全員。採択とい

たします。 

 ただいま採択と決しました請願１件について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過、

並びに結果について報告を求めることといたし

たいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎陳情第４号・新庁舎建設について 

○委員長（前垣信三君） 引き続き、陳情第４

号・新庁舎建設についてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

めに書記に朗読いたさせます。 

（書記朗読） 

○委員長（前垣信三君） 朗読が終わりまし

た。本件について、御意見等はありませんか。 

 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） ２点出とりますね。２

点目については、全然異論なかですが、１点目

につきまして、前回の委員会でも申し上げまし

たように、委員会として方針を示すべきだとい

うことで採決をというような話もしたんです

が、結局、委員長の配慮ということでしたんで

すが、ここはある程度、意思を示す場だという

ことで理解しております。 

 ここには強く、こう、集中型により計画を推

進していただきたいというふうに明記してあり

ます。この点について、私はとても異論があり

ます。市民からの陳情ということで、できる限

り上げたい、採択という方向が望ましいんじゃ

ないかなと思うわけなんですが、これ、幾つか

分けて採択できるというやり方もあるわけでし

ょうが、その方向のやり方を検討願えればなと

いうふうに考えます。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

 成松委員。 



 

－3－

○委員（成松由紀夫君） 商工会議所の立場か

らおっしゃられれば、まさにこのとおりなのか

なという意思も酌みますし、我々が日ごろ主張

しているところが集中型なので、これはぜひ、

一議員として採択していただきたいなというふ

うに思います。 

○委員（村上光則君） これ、今、亀田委員が

言われたように、分けて審議できるんですか。

そういう方法がでくっとですか。 

○委員長（前垣信三君） はい、項目ごとに審

査をすることは可能ではあります。ただ、例え

ばの話ですが、１項目だけを採択しますと、２

項目めは継続ということにはなりません。その

分だけをお含みおきいただきたいと思います。

そのあたりを踏まえて御審議がいただければと

思います。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） もう少し詳しく事務局

のほうから説明いただきたいんですけど。やり

方的なところについて。ごめんなさい。 

○委員長（前垣信三君） どなたか説明でます

か。 

 増田係長。 

○議会事務局副主幹兼議事調査係長（増田智郁

君） こんにちは。議会事務局の増田です。 

 先ほど委員長からおっしゃられましたとお

り、複数項目にわたった場合に部分採択という

方法がございます。その際に、複数項目あるう

ちに１つだけを採択して、残りの項目をもうち

ょっと考えないといけないということで継続審

査ということはできません。 

 なぜかと申しますと、もともと請願・陳情自

体は一体のものということで考えますので、そ

ういった取り扱いはできないと。で、その部分

採択をする意味も、少しでも住民の願意を採択

をしたいということですので、複数項目に分か

れている場合はそういった形で部分採決です

ね、そういうのはできるということになってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） わかりましたか。

（委員野﨑伸也君「いまいち。いまいちわから

ぬ」と呼ぶ）（｢プレミアムのときしたろう」

と呼ぶ者あり） 

○委員（野﨑伸也君） ２項目あっとですけれ

ども、１項目めば、例えば採択すると。じゃ

あ、２項目めは採択しないんだというのはでき

ないっちゃ話。継続はできるってこと。 

○委員長（前垣信三君） 継続ができない。

（委員野﨑伸也君「継続もできないちゅうこ

と」と呼ぶ） 

○議会事務局副主幹兼議事調査係長（増田智郁

君） 済みません。ちょっと先ほどの説明で足

らない部分を補足させていただきます。 

 継続はできないという形になりますので、残

りの項目は不採択か、採択か、審議未了かとい

うような形になりますので、後の会期に延ばす

ということができないということでございま

す。（委員野﨑伸也君「わかりました」と呼

ぶ） 

○委員長（前垣信三君） ただいまの説明によ

りますと、１項目め、２項目めを同じ扱いとす

ることですから、今、分割をしてという御意見

もありましたので、分割をする場合、どういう

形にするのかということになると思います。そ

のあたりを含んで御意見があればと思います。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 今のことですね、下に

記されております１項目め、２項目めについ

て、分割してからっていう話で話が進みよっと

ですけれども、実際にですね、その中味の文面

の中にもですね、同じような文言がですね、あ

るわけなんですよ。そういったところまで、こ

の委員会の中で、いろいろ触ったりとか、そう

いうこと、変更したりとか、そういうことがで

きるのか。できないのであればですね、それは
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もう最初からこの１項についてはどやんか、も

う判断せないかんとかなというような思いもあ

っとですけども。陳情者のですね、皆さんの出

された願意というものば、この場でなかなか変

えていくっちゅうのは非常に難しいもんがある

んじゃないかなとというふうには思うんですけ

ど、いかがでしょうか。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ますか。 

 今、野﨑委員の発言の中で、１項目めも２項

目めも同様の扱いをするとすれば、本会で採

択、不採択をするのか、もしくは継続審査にす

るのか、審議未了にするのかという話になるか

とは思いますが、このまま２項目を皆さん方が

同じ形で審議をしていただくとすると、皆さん

方の審議が出尽くした状態で何らかの形の採決

はいたさなければならないと思います。そのあ

たりを含んだ上で御意見等がありましたら。 

 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 私は、この商工会議所

から出ている陳情というのは、この記１、２を

含めた中で、１というのは非常に重要な部分

の、私は、この会議所の願意を、私は示してい

ると思うんですね。だから、私はこれは切れる

もんではないという、やっぱそういう思いでし

ておりまして、１というのは、当然その辺は評

価すべきであると。一体であると思っておりま

す。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 はい、増田委員。 

○委員（増田一喜君） 私も橋本委員と同じな

んですけれど、この中に願意はあります。この

願意を変更するような文言の書きかえて、そ

ら、当然できないと思います。それからする

と、１項目めも２項目めも同じところでやっぱ

り審議して、分割するよりは一括して審議して

いったほうがいいと私は思います。 

○委員長（前垣信三君） 今、複数の委員さん

から一括をして審議をしたいということであり

ますが、ほかの委員さんたちは。 

 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 今、いろんな意見出て

おりますけども、この陳情の第４号であります

けども、会議所の会頭、松木喜一外３名という

ことで、これ、陳情についてはですね、私たち

はこの文面を見ながらですね、判断をしていか

なきゃいけないというふうに考えておるわけで

ありますが、一部修正や部分の採択というのが

ですね、なかなかですね、今、自民党さんから

そういうような意見が出ておりましたので、私

としては、新庁舎は集中型がベストであるとい

うのを私は一番危惧するんですね。 

 そういうことを考えた中で、私は、商工会議

所の会頭あたりとも少しお話した経緯がありま

すが、本音、お話する中では、この集中型がベ

ストであるという話をですね、余りぼっと出て

こなかったんですけども、これが出てきた文面

でありますので、私としてはこの問題について

は継続をさせてほしいというふうに思います。

継続審査をお願いしたいと思います。少しは理

解をしっかり受けとめております。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 今、継続という発言がありました。 

 小会いたします。 

（午後１時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１９分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 初めに申しましたよう

に、なるだけ陳情ということで上げたいという

気持ちの中で私の発言をさせていただきまし

た。皆さんもそうしなくてもよいという話であ

れば、部分採択は取り下げても結構です。 
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○委員（古嶋津義君） 小会じゃなかっでしょ

う。 

○委員長（前垣信三君） 小会ではないです、

本会です。 

○委員（古嶋津義君） 私は採択をしてほしい

という思いで申し上げます。 

 まず、先ほどちょっとお話がありましたが、

集中型がベストであろうと。私どもの視察等、

行きました結果でですね、やっぱりそれが本来

の姿かなというところであります。まあ、分散

型につきましては、事務所が分散することによ

って、市民サービスや利便性の低下を招いてい

るということであります。これは後でアンケー

トが出ておりますから、顕著なことだろうと思

います。 

 それから、職員の事務所間の移動にかかる時

間的な損失、あるいは各庁舎の維持管理が負担

になるということであります。今後、分散にな

れば、鏡とか千丁、建てかえも必要になるとい

うことであれば、その辺のところを懸念もいた

しますし、また各部間の間の調整、連絡等につ

きまして、業務が大変非効率であるということ

でありまして、私はこの願意は賛成をするとこ

ろであります。 

 以上でございます。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

 今、継続審査を求める意見と、採択を求める

意見がありますので、まず継続審査についてお

諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 継続審査とするに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手多数。本件は挙

手多数と認め、継続審査とすることに決しまし

た。 

                              

◎陳情第５号・新庁舎建設における千丁支所等

の利活用について 

○委員長（前垣信三君） それでは、次に、陳

情第５号・新庁舎建設における千丁支所等の利

活用についてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

めに書記に朗読いたさせます。 

（書記朗読） 

○委員長（前垣信三君） 本件について御意見

等はありませんか。 

 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 先ほど集中型という

文言が入ったものを継続にされてますので、い

ろいろ議論をこれからする意味では、こちらは

分散型という文言が入っておりますから、これ

も継続で行かれたらどうですかね。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

 友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 私は地元といいます

か、校区の陳情でございますので、採択のほう

に賛成したいと思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ここを読めばですね、

確かに千丁支所に部署がたくさん寄ってきたか

ら活気は出たのかもしれないですけど、行政の

機能ちゅうのはそれを目的とするわけじゃなく

って、市民全体を見らないけんところだから、

だから、各支所は今までもそうですし、ずっと

残して、ちゃんと充実して活用していくという

方向に行ってますので、これとはちょっと違う

じゃないのかなと思いますので、先ほど成松委

員も言われましたように継続という形をとって

いただければよろしいかなと私は思います。 

○委員（亀田英雄君） この陳情に賛成するも
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のであります。 

 先ほども申しましたが、委員会では賛否の意

思をあらわしてよかという考え方であります。

その考え方を、先ほど申しました中で、この陳

情に対しても賛成したいというふうに思います

ので、採択をお願いしたいというふうに考えま

す。 

○委員（橋本幸一君） 私はこれまでずっとし

ていますが、この一極集中とかありますが、結

局ワンストップサービスという分野の中では、

非常にこれからのこの高齢化社会で考えていか

なければならないという、やっぱそれも含めて

ですね、今回いろんな、この分散したことによ

って、ちょっと見ていますが、非常に不便を感

じておられる。これがこの実態であるというこ

とを思うんですね。 

 だから、支所は支所機能として、やっぱりち

ゃんとした企画の分野の中で、基本的にはここ

でもむんじゃなくて総務委員会でもむとか、や

っぱその辺の中で、これからの支所機能はどう

やっていくかということを、別次元の段階で私

はすべきと思います。 

 だから、この陳情については、もうちょっと

ですね、深く掘り下げてみる部分もありますか

ら、私は継続という、まずはですね、で結構か

と思います。 

○委員長（前垣信三君） 今、橋本委員から発

言がありました。内容としては、請願とおっし

ゃったんですが、今回陳情です。（委員橋本幸

一君「陳情――、ごめんなさい」と呼ぶ） 

 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。 

 今、藤本さんからということで陳情第５号が

出ておりますが、この１行目から下段までの２

行目についてですね、合併して均衡あるまちづ

くりを進めるために既存の施設を十分活用し、

市民の安心安全なまちづくりの一助となるよ

う、千丁、鏡支所の活用を切にお願いしたい

と。本当に市民の方々というのは、私は切実に

思っておられるということは、物すごく歓迎を

いたしたいし、この陳情というのはすばらしい

陳情だと思います。 

 私は賛成をいたします。賛成のほうでありま

すので、委員長よりひとつ進行をしてくださ

い。お願いします。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 私も、今、山本委員と

亀田委員が言われましたとおり、これまで分散

型でやはり論議してきましたので、私は、これ

は採択していただきたいと思っております。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 継続審査を求める意

見と採択を求める意見がありますので、まず、

継続審査についてお諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、継続審査とするに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手少数と認め、本

件は継続審査としないことに決しました。 

 それでは、採決いたします。 

 本陳情については、採択と決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手多数と認め、本

件は採択することと決しました。 

 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 先ほど申しましたよう

に、私は集中型がベストであろうというふうに

思っているものでございます。 



 

－7－

 そういう中で、この願意、十分に理解はしま

すものの、どうしても千丁とか鏡とかはです

ね、やっぱり支所の機能というところで充実を

していかなければならないというふうに思って

おりますので、そういう意見を持っとりますの

で、一部留保をさせていただきたいと存じま

す。少数意見としてですね。 

○委員長（前垣信三君） 小会します。 

（午後１時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時３０分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 ただいま古嶋委員から少数意見を留保したい

との申し出がありましたが、留保には１名以

上、――。（｢留保」と呼ぶ者あり）ごめんな

さい、留保には１名以上の賛成者を必要といた

します。 

 古嶋委員の少数意見留保に賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 賛成者１人以上であ

りますので、古嶋委員の意見は少数意見として

留保されました。 

 なお、少数意見報告書は速やかに委員長を経

て議長に提出願います。 

 ただいま採択と決しました陳情１件につきま

しては、これを市長に送付の上、その処理の経

過、並びに結果について報告を求めることとい

たしたいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

                              

◎陳情第６号・中心市街地活性化に関する陳情

について（第１項・第２項） 

○委員長（前垣信三君） 次に、陳情第６号・

中心市街地活性化に関する陳情について（第１

項・第２項）を議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

め書記に朗読をいたさせます。 

（書記朗読） 

○委員長（前垣信三君） 本件について御意見

等はありませんか。 

 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 陳情第６号の中心市街

地の活性化についてでありますが、趣旨をお聞

きする中で、賛成の立場で発言をさせていただ

きたいと思います。 

 瀬戸川理事長以下３名の方々、私もこの地震

の真っ最中は市内に飲食に行ったことはありま

せんけども、余震がある程度おさまりつつある

ところから各居酒屋さん、そしてまたそのスナ

ック等のママさんたちからお電話がありです

ね、なかなか市内は閑古鳥が鳴いとるという状

況で、またいっちょん来ぬなということで、大

変御指摘をされて、理由についても説明しなが

らですね、その後、１週間ぶっ続け、本町に居

酒屋さん、そしてまたアーケード街以外のスナ

ックにも行ってまいりました。 

 そこの店主なり、そしてママさんあたりの意

見というのは、このとおりです。切実な思いで

瀬戸川理事長のこの陳情、外３名の方々の陳

情、私もこのような意見をたくさん聞きまし

た。どうにかやってほしいということで、よろ

しければ市役所ば、アーケード街の中につくっ

てくれぬだろうかという意見もありました。そ

れはなかなか今の状況では難しいんですよとい

う説明をして、じゃあ、そんならば、仮設の見

直し等はできないのかということも言われまし

たし、２１世紀、そしてまた鶴屋が撤退したか

ら、白木屋さんとかがらっぱ広場あたりも何か

つくってくださいというですね、そういう意見

もありました。 

 まさにそのとおり、市民の方々がですね、特

に中心市街地の方々が、そう思っておられるこ

とを切実に受けとめて、私はこの陳情について
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は賛成の立場ということで発言をさせていただ

きましたので、委員長、お諮りをよろしくお願

いしときます。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） ちょっと願意の中身が

ですね、ちょっとわかりかねますので、担当を

呼んでいただいて――、わからぬとこがです

ね、その空き店舗を活用しとありますが、多

分、市役所の機能を一部移転するようなニュア

ンスかなと私は受け取っとりますが、その辺の

ところがよくわかりませんので。ということに

なれば、少し市内の空きビル等の大分お借りし

てあるようでありますので、その辺の願意が少

しわかりかねとります。 

 今、山本委員が言われた飲み屋さんとかそぎ

ゃん話じゃなかっだろうと私は思いますばって

ん。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ますか。（｢担当はどこか」「庁舎の事務機能

を移転するとじゃなかとか。移転する話じゃな

かなら、うちじゃなかばい、最初から」と呼ぶ

者あり） 

 それでは、本件に関して執行部に説明を求め

るとの意見が出ましたが、これに御異議ありま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、執

行部に説明を求めることといたします。 

 小会いたします。 

（午後１時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４８分 本会） 

○委員長（前垣信三君） それでは、本会に戻

します。 

 古嶋委員からの執行部に対する意見を伺いた

いということでありますので、執行部から発言

を求めたいと思います。 

 尾﨑財政課長。 

○財政課長（尾﨑行雄君） 財政課の尾崎でご

ざいます。お世話になります。 

 中心市街地のアーケードの空き店舗ていうを

活用できないかというお話なんですが、今、直

接交渉とかはしてないんですけども、一応不動

産会社とかに、ある情報から見ますと耐震基準

前の分とか、あとですね、実際、借りれるとこ

ろがあったとしてもですね、それぞれに今、住

基ネットとか使ってますんで、光の回線を配線

したりとか、それとあとばらばらになるもんで

すから、かなりのですね、今度は住民の方に右

往左往していただくということにもなりかねま

せんので、ある程度、まとまった面積のビルと

いうことで、貸事務所みたいなビルはですね、

今、２つほどお借りしてそちらに行くようには

なってますけども、プレハブみたいに大規模に

事務所として使えるところというのは、残念な

がらございませんでしたので、プレハブを建設

するというふうになった経緯がございます。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 理解をいたしました

が、それと２番目のですね、本市のグランドデ

ザインという、今までも活性化事業で大分やっ

てきましたが、原因はどこかなというふうに突

き詰めていきますとですね、例えばここに書い

てありますように２１世紀パチンコ屋の撤退、

肥後銀行の移転、あるいは鶴屋の閉鎖というふ

うにありますが、その辺の原因は何かなと。や

っぱり少し突き詰めて考えれば、今ちょうど震

災の復興、復旧に行っておりますが、よくマス

コミ等に書かれているのが自助、共助、公助と

いうのがありますが、少しその部分の自助につ

いても努力が足らぬのじゃないかなと私自身は
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考えます。 

 私は余り賛同をしない方でございますので、

申し上げておきます。 

○委員（野﨑伸也君） 私は賛同する立場なん

ですが、まずですよ、この１点目の仮設庁舎建

設事業見直しっていうところがですね、一番ち

ょっと私も引っかかるところなんですけれど

も、きょう議会のですね、本会議の冒頭でです

ね、質疑の中でも亀田委員から質問があって、

いろんな意見が市民から出てると。この庁舎の

仮庁舎の建設についてもですね。その中で、市

民の意見を踏まえてですね、変える、内容を変

更していけるような状況の考えはあるのかいと

いうような質問があったですけど、そこにはな

かなか回答は出とらぬだったと私は思うとです

けれども、今回もこういうような見直しってい

うようなところでですね、陳情が上がってきて

いるということと、あと今ここにですね、部長

答えられたですね、岩本部長もおられますん

で、そこら辺のところをちょっとそこの確認を

したいんですよね。 

 で、今、空き店舗を活用した住民サービスっ

ていうようなところで、そういった結構な広さ

のですね、ところが空き店舗がないと、そんな

部署をですね、持っていってもどうもならぬと

か、耐震がとれとらぬとこがあるとか、そうい

う話があっとですけど、多分ですね、そういう

ことをひっくるめてですよ、どやんか最初から

検討していったのかどうかっちゅうところをで

すね、そこの過程があったのかどうかって話な

んですよ。ただ、やみくもにそこに持ってこぬ

ば、そこに一極集中させてから仮設庁舎でよか

ろうっていう話じゃですたい、何もこれからの

ですよ、まちづくりの活性化にもつながってい

かぬじゃないですか。せっかくお金ば使うとい

うのであれば、そういうことも考えながらです

よ、検討してから、最終的にやっぱこれしかな

いんですっていう提案であれば、そら、市民の

皆さんも何も言わっさんと思います。私たちも

何も言わぬと思います。 

 それがですたい、まだそやんともせぬで、た

だ机上の空論でですたい、何もせぬで、じゃ

あ、こやんしてやれば今後のまちづくりにつな

がっていくねって、この投資でよかじゃなかか

っていうような話もあればですよ、そういった

とこの検討がなかったのかどうかと。 

 今後、先ほど言いました仮設庁舎の関係もで

すよ、市民から高い高いって。１０月にて。１

０月にはできますよっていうような話ばって

ん、そりゃ遅かろうもんって。よそは、もう、

だって、つくってからしよっどもん、業務ばっ

て。１０月に出てきたっちゃ、もう、事は終わ

っとたいって。そやん話しばっかですたい。し

ゃんとがあるけん、こうやって、こがん陳情も

上がってくるわけだけんが。そやんところも踏

まえて、岩本部長のですたい、その執行部の考

えて、変えれていけるような考えがあっとかど

やんかを、ちょっと確認したいんですけれど

も。 

○財務部長（岩本博文君） 財務部の岩本で

す。 

 まず、プレハブ仮設庁舎を、今の北側駐車場

につくるというところの検討はどうなるのかと

いうことなんですけども、一番最初考えたのは

ですね、本庁舎の１階にあるところは、全て窓

口連携しておりますので、１階部分を全て集約

することがベスト。で、それに必要な面積――

ちょっと済みません、記憶ないんですが、その

必要な面積をですね、確保できるというところ

を、まずずっと探していきました。 

 そういう中で、まあ、北側駐車場に行きつく

前に、まずハーモニーホールのですね、多目的

広場も検討いたしました。ただ、多目的広場は

ですね、あそこにプレハブの２階建てを建てた

としても、１階の部分を集約して入り切れる面

積ではありませんでした。で、その不足分をで
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すね、そうしたらハーモニーホールの本館の部

屋を使えばどやんかなというところも検討いた

しましたけれども、ハーモニーホールをまだ市

役所で５年間近くも使ってしまえば、もう市民

の方が使ういろんなところにまた影響も及ぼす

ということで、その分はどうかなというような

検討もいたしまして、最終的には、やっぱり北

側駐車場にそれだけの面積が確保できるからと

いうことで、北側駐車場に至ったということで

す。それと、１０月まであと数カ月ありますけ

れども、ほかの県内の自治体のところは、全て

随契でされております。で、随契でされており

ます関係上、やはり単価が高くなっております

が、八代市は入札を取り入れて、それだけの時

間がかかってしまうわけなんですけれども、入

札すればそれだけの、また金額のメリットが出

てくるというようなところで私たちは考えてい

るところです。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほどと同じなんです

よね。一番重要なところが、答えが出てないん

ですよ。市民の意見が上がってきてるという中

で、その今の考えをですよ、少しでも変えてい

けるのかと。変えていくんですか、執行部は

と。ここにも、陳情にも上がっとっとですけど

も、見直してというような言葉が入っておりま

す。そこば、どやんふうに酌み取っとですかと

いうような質問をしたっですけれども。 

○財務部長（岩本博文君） その部分につきま

しては、まずはですね、やっぱりもう建てると

いうところで入札もかけておりますし、で、入

れて、そしてまた行政組織機構、全部プレハブ

にはおさまってませんで、ビルのほうにも入っ

てるところもあります。そういう中で、仕事を

していく中でですね、また何かいろいろ問題点

が出てくれば、そういう検討するようなところ

はあるんじゃないでしょうか。 

○委員（野﨑伸也君） 何か１階の庁舎分、前

の役所のですよ、１階庁舎部分だけはどやんか

入れたいと。それはわかりますよ。そのほかの

部分がなぜ必要なのかっちゅうとがですたい、

根本的なところがちょっと間違っとというふう

に思うとですけれども。まずは早く建てて、市

民サービスの影響ばなくしていかんばというの

が重要なんでしょう、一番の。そこに行きつい

てないじゃないですか、だって。全部が自分た

ちの、寄せればそれが楽になるとか、そういう

話にしか市民の皆さんがとってないんですよ。

とれてないんです。市民のほうば向いてないと

思っとらすとですたい。市民の皆さん、困って

るんだから、早くつくってくれって。早くそこ

にそうしてくれっていうことであればですた

い、何も言わっさんとですよ。１０月までって

いうとがですたい、本当にそこまで必要なのか

というところなんですよ。 

 あと、あわせてですたい、さっき言うたご

て、中心市街地の活性化というようなところで

はですよ、非常に重要な案件ですよ、これは。

提言されとっとが。中心市街地のですたい、空

き店舗ば利用して、そやんとば部署ば入れてっ

て。そりゃ、どやんか考えれば入れられる部署

もあっとじゃなかですか。そやんとの見当がで

すたい、本当にできとっとかできとらんとかっ

ていう話なんですよ。そぎゃんとこ含めて、市

民もこういった陳情が上がってくるって話なん

ですよ。そこはやっぱ岩本部長、ちょっと考え

とってもらわんといかんなと、少し思います。 

○委員（増田一喜君） 意見があったかどう

か、それ、聞かれたかどうか知りませんけど

も、まあ、一応調査はしたちゅうことです。や

っぱり耐震とかそういうのもない。だから、し

たということで、面積もそうなんですけれど

も、耐震もない。インフラっちゅうんですか。

パソコンなんか使うし、インターネットも使う

から、その配線から何からやったり、結局、仮

設を今、する計画してるよりも、それをやって

いったら、幾つも分散するみたいに配置してい
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ったらそれだけ期間もかかるし、費用もまた上

がると思います。そしてまたですね、その商店

街の中にするっちゅうことは、耐震がなけれ

ば、本来であれば自分のところは自分でそれを

きちんとやって、そしてあいてるから借りてっ

ていうんだったらいいけれども、そういう整備

までするようにすれば、役所としては余分なお

金を出さないけんと。何かそういうのを望んで

いるようなふうにも受け取れるんですよね。こ

っちで貸せばそこまでやってくれるんじゃない

かなと。 

 それともういっちょ、最後のほうにあります

けど、４商店街振興組合の総意として、我々も

鋭意努力していくこと、これは読み方では、１

商店街だけが言ってるのかなという気がしま

す。４商店街あれば、４商店街の総意として出

てるんですかね。そこらあたりもちょっと聞い

てみたいな。書いてあるけん。 

○委員長（前垣信三君） 済みません、その前

にちょっと委員長から確認をさせてもらいま

す、執行部に対して。 

 今、例えばこの案件がありまして、中心市街

地の空き店舗を活用して、仮に可能だとした場

合にですよ、その分が新しい仮庁舎の面積を減

らすことにはつながるんですか。問題は、大事

な部分だと思うんですよね。もう考える余地が

ないということであれば、この審査をする意味

がなくなってきます。今ここで、じゃあ、その

空き店舗を使うて何とかしてくださいというこ

とが仮庁舎の面積の減少につながるんですか。

そのあたりを確認をしたいと思いますが、どう

ですか、執行部。可能性があるかないかです

よ。ないのを審議しても何もならぬじゃないで

すか。可能性があるのかどうかですよ。 

 岩本財務部長。 

○財務部長（岩本博文君） 今の状況で申し上

げますと、全て、もう仮設プレハブと民間のビ

ルに、要は入れ込んでしまうというような計画

でおさまってますので、新たに空き店舗を活用

するというところまでの組織を出すというよう

な検討は今はいたしておりません。 

○委員長（前垣信三君） いや、いたしており

ませんではなくて、仮に耐震基準が大丈夫だと

いう話になったとき、で、それは、その部分を

使うてもこれから建てる仮庁舎の面積を少なく

できるのかどうかなんですよ。できなかった

ら、審査しても何もならぬとだけん。 

 あなたが、できぬならできぬとか、でくっと

いう話なんです。 

 岩本部長。 

○財務部長（岩本博文君） 予算執行、専決分

で執行し、入札をかけて、もう既に契約まで至

っておりますので、この分はもう、という状況

です。 

○委員（成松由紀夫君） ちょっとですね、こ

の文言が、まあ、いろいろ複雑で、実際のとこ

ろ、仮設庁舎の事業見直しとか、上には中心市

街地の活性化に向けた早急な取り組み、コンパ

クトシティ含めて、だから集中型だよとか、そ

れぞれ受けとめ方がこの文言についてはやっぱ

り複雑だと思うんですよ。だから、これはぜ

ひ、もう継続でよろしくお願いします。 

○委員（亀田英雄君） 北側駐車場の活用とい

うとば、私はとても心配しよっとですよ。結局

あそこに、大きなプレハブ施設ばつくっじゃな

かですか。で、多くの市民がそこに行かんばん

ごとなっとですよね。今度は解体工事が始ま

る、建設工事が始まる。で、工事現場の横で、

そこに寄ってこんばんごた状況ば行政がつくり

出すっちゅうことですよ。だけん、なるたけ小

さくてしたほうが、そりゃ、よかっじゃなかろ

うかていう気もしますとですよ。で、そこに、

工事がずっとあっとですよ、５年間。そこに寄

ってきなっせっていうことば、今、行政がしよ

うてすっとですけん。そこでもし事故があった

りですよ、する可能性だってあるわけですよ。
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そんなことにも鑑みる必要があるんじゃなかろ

うかって思うとですよね。専決だけんあからん

もんっていう話じゃなくてですたい。その余地

を持っていただきたいという話だろうと思うと

です。 

 で、そういう意味で、さっき質問したんです

が答えが得られぬだったもんですけん。あそこ

で事故が起きる可能性だってあっですよ。もう

ずっと５年間、工事があそこであっとですけ

ん。そこに市民ば寄せるって話ですけん。とい

うふうに思います。 

 賛成です。 

○委員（山本幸廣君） まずはこの総額の８億

１０００万というのは、これはみんなが専決を

したから専決なんで、私たちは専決を認めたわ

けですね。専決の前には私たちは何も知らなか

ったんですよ。だから、３０００平米をです

ね、８億何千万も北側につくるというのは。そ

こが問題。それはどうするかて。人の話を、う

わさがずっと立ちましてね、じゃあ、鏡、千町

に配置しとる部署についてもプレハブに、そこ

に一極集中するんだという。それからがおかし

いんじゃないかてなってきたわけなんですよ、

私の考え、一人ですよ。 

 で、一番問題はそこなんですよ、大体は。そ

こで以前に、特別委員会なりいろんなところに

御相談が。どぎゃん専決であろうが相談するの

は当たり前なんですよ。じゃあ、そら独裁者な

んです、はっきりいってから、私から言わせれ

ば。そういうふうになってくるんですよ。あと

は市民の方々が判断しますよ、ですね。私たち

はこの陳情については、やはり４理事長の方々

が陳情を出されとるんですよ。切実な思いです

よ。私は、この内容等について何の不服もあり

ません。ぜひとも、これ、委員長、採決してく

ださい。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

○委員（村上光則君） 私も皆さんも思うこと

は一緒でしょうばってんが、やっぱり今の本町

商店街を眺めてみてですよ、寂しい思いしとっ

とは、もう皆さん御存じだろうと思いますが、

せっかくこうして陳情を出してですね、どうに

か私たちもしてやらんばんなという思いはあり

ませんか。執行部のほうも、どんなですか。や

っぱし少し分けてでもですよ、あそこに部署を

持っていくとか、そういう取り計らいもです

ね、やっぱせんといかんとじゃなかですか。私

は、どうもこれは大賛成です。 

 以上です。（｢委員長採決。もうよかばい」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 継続審査を求める意

見と採択を求める意見がありますので、まず継

続審査についてお諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、継続審査とすることに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手少数と認め、本

件は継続審査としないことに決しました。 

 それでは、採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、採択と決するに賛成の方

の挙手を認めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手多数と認め、本

件は採択することに決しました。 

 増田委員。 

○委員（増田一喜君） これも少数意見として

留保の手続きとっていただきたいんですけれ

ど、継続していただきたいのと分かれるような

もんだから。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ますか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 増田委員からただい

まの判決に一部――。（｢留保、少数意見で」

と呼ぶ者あり） 

 済みません。ただいま、増田委員から少数意

見を留保したいとの申し出がありましたが、留

保には１人以上の賛成者を必要といたします。 

 増田委員の少数意見留保に賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 賛成者１人以上であ

りますので、増田委員の意見は少数意見として

留保されました。また、少数意見報告書は速や

かに委員長を経て議長に提出願います。 

 ただいま採択と決しました陳情１件について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過、

並びに結果について、報告を求めることといた

したいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

                              

◎陳情第９号・鏡支所等の存続と活性化につい

て 

◎陳情第１０号・新庁舎建設における鏡支所等

の活性化について 

◎陳情第１１号・鏡支所の活性化について 

◎陳情第１２号・鏡支所の活性化について 

◎陳情第１３号・鏡支所の活性化について 

◎陳情第１４号・鏡支所の活性化について 

○委員長（前垣信三君） 次に、陳情第９号・

鏡支所等の存続と活性化について、陳情第１０

号・新庁舎建設における鏡支所等の活性化につ

いて、陳情第１１号・鏡支所の活性化につい

て、陳情第１２号・鏡支所の活性化について、

陳情第１３号・鏡支所の活性化について及び陳

情第１４号・鏡支所の活性化についての６件に

ついては、関連がありますので、本６件を一括

議題として、採決については個々にて行いたい

と思います。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、念のた

めに書記に朗読いたさせます。 

（書記朗読） 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、ちょっとよ

ろしいですか。あとは全部文言一緒でしょう。

全く一緒ですよ。だから、もうよろしいんじゃ

ないですか。 

○委員長（前垣信三君） いや、執行部にちょ

っと確認。一緒かな。陳情者だけ……。（｢以

下同文でよか」と呼ぶ者あり） 

（書記朗読） 

○委員長（前垣信三君） 陳情第９号から第１

４号までについて、御意見等はありませんか。 

 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 一つお尋ねですが、

１１から１４までが同文なので、これは何か署

名的であれなんですけど、普通、連名か何かで

するべきじゃなかったですかね。事務方、これ

はどういう取り扱いになるんですかね。ばらば

ら、こやんことしよったらちょっと。全く同文

だからね、連名すればいいことだけじゃないん

ですか、これ。どうなんですかね。 

○委員長（前垣信三君） 基本的にはおっしゃ

る内容のとおりと思いますが、どういった形で

個々にお出しになったのかは、御本人さんの確

認をしておりませんので、委員会の審議として

は同じ内容ですから、そのあたりを含んで審議

をいただければと思います。おっしゃるとおり

です。（委員成松由紀夫君「取り扱いは」と呼

ぶ）取り扱いは、同じものが出とるから連名に

しなさいという決まりがあるんですか。 

 増田係長。 

○議会事務局副主幹兼議事調査係長（増田智郁

君） 議会事務局の増田です。 

 １１号から１４号までお持ちになられたとき

の受付の内容を若干お話をさせていただきたい
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と思います。 

 実際、私のほうで受け付けはしてないんです

が、一応事務局内での連絡で把握している分を

お話しをさせていただきます。 

 まず、１１号から１４号までまとめてお持ち

になられたと。まあ、ある方がお持ちになられ

たということでございまして、特段、まとめて

お持ちになられるのは構いません。市内の方で

すので全然問題ありません。で、内容につい

て、事務局としては、見させていただきまし

て、先ほど同文ということでございましたの

で、こちらは連名じゃないんですかというよう

なことで、一旦お話はさせていただいたんです

が、出された方たちが、いや、一人は一人なん

で、――特段、同じ内容であっても１人１枚ず

つ出されても要件がそろっとればうちは受理を

せざるを得ませんので、受理をさせていただい

ております。ただ、余りにも一言一句同じだっ

たもんですから、事務的に、これは連名にされ

たほうがいいのではなかですかというようなお

話もさせていただいた経緯もありますが、い

や、一人ずつ出すということでおっしゃられる

限りはですね、もう受理せざるを得ませんの

で、受理をしたというような経緯でございま

す。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 千丁、鏡支所の活性

化についてはですね、異論はないんですが、た

だこれ、９号から１４号まで見ると鏡町は住民

投票までしてなし得た新生八代市とかですね、

かつての鏡町役場時代の活況と躍動、活況と躍

動て、もう中身はですね、どうも同じような内

容で文言まで一緒ですね。ちょっと政治的、何

か背景が見受けられるところもあるので、ちょ

っと継続審査でお願いしたいと思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 先ほども千丁町から出

てた分もそうなんですが、分散によって支所が

地域の活性化になるというか、全てそれという

のは、もう私はそう受け取れるんですね。本当

の地域づくりっていうのは分散がどうのこうじ

ゃなくて、ちゃんとした支所機能があって、そ

っからすれば地域づくりとは、私はできるとい

う、そういう持論があるんですが、今回のこれ

については、もうちょっと何ていいますか、ち

ゃんとした企画とそれぞれの支所の分野で支所

機能はこうあるべきだ、地域づくりはこうある

べきだっていうですね、その辺のもうちょっと

すみ分けというのが、私はこの中では必要にな

ってくるんじゃないかなっていう、そういう思

いがいたしております。 

 だから、私は、まだこれは継続によって、も

うちょっと深く、何ていうかな、総務委員会と

ともに分けて議論すべきだって、そういう思い

がしていますので継続にしていただきたいと思

います。 

○委員（山本幸廣君） 陳情でありますので、

その陳情者のその方に対しては、やはり私たち

は評価をしなければいけないと。この内容等を

見ながらですね。 

 それは意図として言われるのは、やはりリス

ク分散というのは大事じゃないかということな

んですね。 

 これはなぜかといいますと、益城町は当時、

あそこはもう分散するところがなかったんです

ね。ですから、早急にプレハブの仮庁舎を設置

をしたという状況であります。そういうこと

で、今回、八代市の場合にはこれだけの６弱、

５強、そしてまたきょう５弱でしたけども、何

回となく大きな地震がですね、来た中で、本庁

があのような状況になりまして、すぐやはり鏡

支所と千丁支所があったこそですね、市民サー

ビスというのは、今、しっかりしたサービスが

できとるというのは、私は、それは市長の判断
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というのは間違えなかったんじゃなかろうかと

思います。 

 そういう中で、今までの流れの中で、合併し

てからですね、その合併の効果等も含めた中

で、今、本当に分散をさせていただいたから活

気が出てきたとか、やはり本当に合併してよか

ったとか、そういう意見の趣旨でありますの

で、私はこの陳情については賛成をしたいと思

いますので、委員長の採決を進めていただけれ

ばと思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 継続審査を求める意

見と、採択を求める意見がありますので、まず

継続審査についてお諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情について、継続審査とするに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手少数と認め、本

件は継続審査としないことに決しました。 

 それでは採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情６件については、採択と決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手多数と認め、本

件は採択することに決しました。 

○委員長（前垣信三君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 今回の陳情も、私が先

ほど申しましたが、この意見を少数意見として

留保したいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（前垣信三君） ただいま橋本委員か

ら少数意見を留保したいとの申し出がありまし

たが、留保には１人以上の賛成者を必要といた

します。 

 橋本委員の少数意見留保に賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 賛成者１人以上であ

りましたので、橋本委員の意見は少数意見とし

て留保されました。 

 なお、少数意見報告書は速やかに委員長を経

て議長に提出願います。 

 ただいま採択といたしました陳情６件につい

てはこれを市長に送付の上、その処理の経過並

びに結果について報告を求めることにいたした

いが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 訂正をいたします。今、６件分をまとめて採

択をいたしましたので、ただいま採択といたし

ました陳情１件と申し上げましたが、陳情６件

について、これを市長に送付の上、その処理の

経過並びに結果について報告を求めることにい

たしたいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認めその

ように決しました。 

 小会いたします。 

（午後２時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３１分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 審議の冒頭に私が陳情第９号から陳情第１４

号の６件については、関連がありますので、本

６件を一括議題とし、採決については個々に行

いますと申し上げましたが、審議の経過の中

で、皆さん方の同意を得て一括採決といたしま

した。おわびをして訂正をしたいと思います

が、よろしいでしょうか。 
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（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） ありがとうございま

した。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

                              

◎新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に

関する諸問題の調査 

○委員長（前垣信三君） 次に、特定事件であ

ります新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建

設に関する諸問題の調査を議題とし、調査を進

めます。 

 本件について何かありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 手元においてあったで

すたい。あれは説明はなかですか。 

○委員長（前垣信三君） 御一読くださいとい

うことです。 

○委員（古嶋津義君） そうですか。よくわか

りました。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） 以上で、新庁舎の機

能、規模、予算など新庁舎建設に関する諸問題

の調査を終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に

関する諸問題の調査及び陳情１件については、

なお審査及び調査を必要とすると思いますの

で、引き続き、閉会中の継続審査及び調査の申

し出をいたしたいと思いますが、これに御異議

ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもちまして、新庁舎建設に関する特別

委員会を散会いたします。 

（午後２時３３分 散会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年６月１３日 

新庁舎建設に関する特別委員会 

委 員 長 
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